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タマネギの植え付け作業が終わると、車は山の奥へ

どん進んでいく。山の中を果てしなく進んでいくとそこは

炭焼き窯のある場所でした。そこでお父さん、お母さん方

と（ここではお世話になっている方を年齢に関係なく「お

父さん」「お母さん」と呼ぶことになっている）昼食を一

緒に作って食べる。メニューはカレーライスとサラダと、

炭で焼いた焼き芋。ほとんどお家の方にやってもらってい

て、少しお手伝いをするという感じ。あるお父さんは男子
どん
を数人引き連れて、山の中の木の枝を取りに行く。その枝

を使って手作りのお土産を作るそうだ。どんな物が完成するか楽しみです。

昼食が終わると、別のグループがお世話になっている家庭へ車で連れて行ってもらう。移動はすべてその

地域の民泊担当の方の運転。到着すると広い畑を走っている女子３人。確か O さん調子が悪かったはずで

は・・・どうも大丈夫そうでした。お昼は自分たちで採った山芋でお好み焼きを作って食べたらしいです。

ビニールハウスの中で収穫した野菜を持って記念撮影。

次に訪れた場所に行ってみると、すでに農作業を終え、家の前でくつろいでいた女子３人。その家はもん

じゃ焼きとブルーベリーを作っておられて、ブルーベリージュースをいただきました。そして最後に訪問し

た場所は、この地域の代表の方のお家で、その家ではたくさんの種類の果物の木を大きなビニールハウスを

使って作っておられて、めずらしい外国の果物など見せていただきました。木の枝にたんこぶのようにくっ

ついてできる実もありました。食べてみると不思議な味・・・。

このあたりは温泉が出るので、近くに温泉団地（各家すべてに温泉が出るそうです）がありました。今晩

は、どうやら温泉に連れて行ってもらえる家庭が多いようでした。はじめて行った家庭でゆっくり眠ること

ができたでしょうか。

修学旅行最終日。この日も朝から快晴。修学旅行中のすべての日天候に恵まれました。早朝、再び開校

式を行ったお寺に、何やら色々な物を手にしながら（すべていただいたものらしい）みんな集まって来まし

た。お別れの閉校式を行った後、バスの前で記念写真を撮り、

内の地を出発しました。出発する前は話の尽きない人もいた

ようでした。

各地域から出発したバスは仙巌園に到着しました。再び全

クラスが集合。仙巌園は島津家の別邸で、桜島のながめがと

ても美しく見える場所にある大庭園です。ここでは桜島をバ

ックにクラス写真を撮り、庭園の見学や尚古集成館（もとも

と機械工場だったものを博物館に作りかえたものだそうです
川



）を見学したり、お土産を買ったりしました。この場所は唯

一お土産をその場で食べてもよかったので、寒いにも関わ

らずアイスを食べたり、餅を買って食べたりして楽しんで

いました。ここは１日目よりもお土産を売っているお店が

広いので、さらにお土産を買う人の数が多かったようです。

中にはお父さんに焼酎を買ってくるように頼まれて（生徒

だけでは買えないので）先生がついて買っている姿も見え

ました。おそらく持って帰るのが大変だったでしょうね。

しっかりとお土産を買って再びバスに乗り込み、次はフ

ェリーに乗って桜島に向かいます。フェリーの中では周り

の景色を楽しみながら桜島に到着し、有村溶岩展望所に向かう。向かっている途中でもまたまた桜島が噴火。

（鹿児島に来てから３、４回は噴火しているところを目にしました）修学旅行に来る前は、しばらく桜島は

おとなしかったそうなのですが、我々を歓迎しているのかそれとも怒っているのか、一時に噴火がこんなに

見られるのは珍しいそうです。

走っている途中天気がいいにもかかわらずあたりが次第に暗くなっていきました。そのうち「サーーー」

という音が・・・。火山灰が降ってきてバスの屋根に当たる音でした。それでもそのままバスは走り、しば

らくすると火山灰の中から向け出して展望所に到着しました。この展望所は溶岩の塊が至る所にあって、ど

うもそれを目にすると溶岩の山の上に登りたくなる人、大勢。やはり人間の祖先は猿だった・・・。桜島が

噴火しているところをバックに記念写真を撮ることもできました。

展望台を出発して昼食場所である「桜島レストハウス」に到着。ここでは名物「鍬（くわ）焼き定食」を

食べました。昔、農作業をした後、体が汚れているので家の中に入らず家の外で食べるものとして、鍬の上

で物を焼いて食べたということから生まれたらしいです。いわば鍬の上での焼き肉。もちろん本物の鍬では

ありませんが、鍬の形をした鉄板で取っ手も短くなっていました。食事が終わると、再びお土産の時間。新

幹線の時間を考えて、１・２・３組が先にバスに乗って出発し、再びフェリーに乗って鹿児島港、そして鹿

児島中央駅へ。その後、４・５・６組が続きました。

鹿児島中央駅に着くとしばらくバスの中で待機し、新幹線の出発時間を待って移動。新幹線に乗って広島

へと向かいました。帰りの新幹線の中では疲れてぐっすり眠っている人もいましたが、ほとんどの人はみん

な元気に、再びトランプやウノを楽しんでいました。

あっという間に広島駅に到着。あたりはすでに真っ暗になっていました。バスに乗車し、近くのバス停で

下車し重い荷物を抱えながら、みんな家に向かって帰っていきました。 （おわり）

１月の予定




